





1966 年 3 月　熊本県立濟々黌高等学校卒業
1966 年 4 月　早稲田大学政治経済学部経済学科入学
1970 年 3 月　　同　卒業
1971 年 4 月　早稲田大学大学院経済学研究科修士課程入学
1974 年 3 月　　同　修了
1974 年 4 月　早稲田大学大学院経済学研究科博士課程入学
1981 年 3 月　　同　　　　　　　　　　　　単位取得退学
職歴
1978 年 4 月　麻布獣医科（現麻布）大学教養部専任講師
1985 年 4 月　麻布大学教養部助教授
1986 年 4 月　早稲田大学教育学部専任講師
1987 年 4 月　早稲田大学教育学部助教授
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1986 年（単著） 計量経済モデルのベイズ的分析　学術研究　第 35 号
1987 年（共著） 新聞折り込み広告に関する実態調査及びイメージ構造分析（Ⅱ）　麻布大学　教
養部研究紀要　No. 20
1987 年（単著） 輸入オレンジ需要関数のベイズ的分析　学術研究　第 36 号
1989 年（単著） 回帰モデルにおける非報知事前分布　学術研究　第 38 号
1990 年（単著） いくつかのスイッチング回帰モデルの比較　学術研究　第 39 号
1991 年（共著） 周期マップによる経済発展のモデル化　電子情報通信学会　技術研究報告
Vol. 90, No. 400
1992 年（共著） An analysis of Japanese household demand for beef in the 1980s　専修大学　専修
経済論集　第 26 巻第 2 号
1993 年（共著） 経済学理解力テストの実施とその結果について　早稲田教育評論　第 7 巻第 1 号
1993 年（共著） Decreasing or increasing of correlation dimension in the attractor reconstructed by 
the moving-averaged time series　麻布大学　教養部研究紀要　No. 26
1994 年（単著） On the application of chaos theory to economics　学術研究　第 42 号
1994 年（共著） Dynamic relationships among economic variables examined by the embedding 
method, in Dynamical systems and chaos Vol. 1   edited by N. Aoki, K. Shiraiwa and 
Y. Takahashi World  Scientific
1995 年（共著） 第 2 回目の『経済学理解力テスト』の実施とその結果について早稲田教育評論
 第 9 巻第 1 号
1995 年（共著） A Study on a Dynamical Aspect of Two or Three Sets of Time Series Data　国士舘
大学　情報科学センター紀要 第 16 号
1996 年（共著） Deterministic Chaos in Japanese Economic Variables　国士舘大学　情報科学セン
ター紀要 第 17 号
1997 年（共著） Chaos, Complex Transients and Noise: Illustration with a Kaldor Model Chaos, 
Solitons & Fractals  Vol. 7 No. 12 Pergamon
1997 年（共著） A Comparative Study of Seasonally Adjusted and Unadjusted economic Data by the 
Correlation Integral Method　国士舘大学　情報科学センター紀　第 18 号
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1997 年（共著） Estimating individual fresh fruits consumption by age, 1979 to 1994　日本農業経済
学会　Journal of Rural Economics Vol. 69 No. 3
1998 年（共著） 開放経済における非線形マクロ動学モデル：数値シミュレーション分析　中央大
学　経済学論纂　第 38 巻第 5･6 合併号
2000 年（共著） 変動相場制のマクロ動学分析：カオス的変動とノイズ効果　中央大学　経済研究
所年報　30 号
2000 年（共著） A nonlinear macrodynamic model with fixed exchange rates : its dynamics and 
noise effects   Discrete Dynamics in Nature and Society Vol. 4
2000 年（共著） Chaotic dynamics in a flexible exchange rate system : a study of noise ef fects 
Discrete Dynamics in Nature and Society Vol.4
2001 年（共著） An Interregional Dynamic Model:　The Case of Fixed Exchange Rates　日本地域
学会　Regional Science Vol. 31 No. 2
2001 年（共著） Nonlinear Macroeconomic Dynamics: A Study of Noise Effects　電子情報通信学
会・信学技報 NLP2001-64




2004 年（共著） Re-estimating per Capita Individual Consumption by Age from Household Data　日
本農業経済学会　Jpn. J. Rural Econ.
2005 年（共著） 年齢 ･ 世代効果を補正した需要弾力性の計測　専修大学社会科学研究所　社会科
学年報　第 39 号
2007 年（共著） Corridor Stability of the Neoclassical Steady State, in Time and Space in Economics 
edited by T. Asada and T. Ichikawa Springer
2013 年（共著） 2 回のパーソナル・ファイナンス・リテラシー調査に関するテスト結果の比較に
ついて　早稲田教育評論　第 27 巻第 1 号
2014 年（共著） 人口動態を考慮した生鮮果物家計消費の需要分析　専修大学　専修経済論集 第
49 巻第 2 号
2016 年（共著） Accounting for structural changes in demand for foods in the presence of age and 








009教研紀要No28本年退職者3_稲葉敏夫先生01.indd   85 2018/02/19   13:40:33
